
岡山スマホサミット2018（4班：トラブル） 

スライド 台本 

 

この授業は、LINEやTwitterなどのSNSで起きる、文字での

やりとりによるトラブルについての授業です。 

早速、皆さんには動画を見てもらいます。 

この動画は、私たちがシナリオを考えて、動画にしたもの

です。 

それでは今から流します。 

 

 

 

 

 

それではこちらに注目してください。 

みなさん、動画を見てどうでしたか？今から少し時間をと

るので、近くの人と話し合ってみてください。 

⇒話し合ってもらう 

はい、それでは意見を発表してくれる人？  

⇒手をあげてもらう 

それでは、まず動画を振り返りましょう。 

 



 

転校して岡山に初めて来た山田君は、その転校した学校の

友達とみんなでやり取りをしていました。 

 

 

宿題について話していると、友達から「はよしねー」と言

われて、山田君はショックを受けました。 

岡山県では、「はやくしなよ」という意味でこの言葉を言

います。 

みんなには聞きなじみのある言葉かもしれませんが、別の

人が聞いたら違う意味に捉えられるかもしれません。 

 

 

でも、面と向かって話していたら、イントネーションなど

で、もしかしたらショックを受けることは無かったかもし

れませんね。 

文字ではイントネーションが伝わらないため、勘違いが起

こってこういうトラブルが起こってしまうことがあるんで

す。 

 

 

 

こんなことにならないようにみんなに守ってほしいことが

あります。 

それは、動画の最後でもありましたが、「送る前に一歩立

ち止まろう」ということです。 

文字でのやり取りだと、表情などが伝わらないので、誤解

されやすいです。                    

文字でやり取りする時には、相手がどういう気持ちになる

か、そして相手にちゃんと伝わるか、しっかり考えてから

文章を送るようにしてください。 


